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令和６年度 目黒区立鷹番小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和 ６年 ７月２３日（火） 午後５時００分～午後６時００分 

            ・令和５年度の学校評価報告書 

・令和６年度の学校経営について 

（２）第２回実施日時 令和 ６年９月２８日（土） 午前１０時３０分～午後１２時００分 

・学校参観 

・令和６年度の教育活動について 

（３）第３回実施日時 令和 ７年 １月２０日（月） 午前５時００分～午後６時００分 

・令和６年度の学校評価について 

・令和７年度の教育活動について 

２ 参加者 

        ・小柳 好男（鷹番住区住民会議会長 中央町１丁目） 

        ・熊澤 祐子（鷹番住区住民会議事務局長） 

        ・千葉 泰男（元鷹番小学校校長） 

        ・三田 春彦（青少年委員） 

        ・西 則彦（前 PTA 会長） 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 四者※による学校評価ア

ンケートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上で

あり、学校全体への評

価は概ね良好である。

様々な教育活動を工

夫して実施するとと

もに、情報発信にも力

を入れ、児童の活動の

様子等を周知できた

ことが要因ととらえ

られる。 

●低学年、特に、１年生

・４０分午前５時間制

を生かし、教育活動を

さらに工夫し、充実さ

せることで児童の自己

肯定感を支える。また、

ていねいな児童理解を

進め、児童により寄り

添う指導や支援を行

う。特に１年生では、

スタートカリキュラム

の改善を行い、多くの

目で見守ることのでき

・学校の教育活動を充

実させ、その成果を保

護者や地域に積極的に

情報発信したことは評

価できる。今後も継続

してほしい。 

・知徳体のすべてを含

めて教育活動を進めて

いくことが必要であ

る。地域の行事や学校

公開の様子からも高学

年はそのバランスが良



の児童の自己肯定感

を支える必要がある。

より児童に寄り添っ

た児童理解、指導を深

めていく必要がある

と考えられる。 

 

る体制づくりにも努め

る。 

・引き続き、様々な教育

活動の様子を見ていた

だいたり学校行事に参

加していただいたりす

る機会を増やすととも

に、様々な情報ツール

を活用し、教育活動の

様子を周知するように

努める。 

く成長していると感じ

る。１年生の自己肯定

感を高めるためのスタ

ートカリキュラムを充

実させていってほし

い。 

Ⅰ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

 

 

 

 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上で

あり、教育目標への

評価は概ね良好であ

る。教育目標を機会

あるごとに児童へ周

知するとともに、学

年経営、学級経営、専

科経営の際に絶えず

学校教育目標と関連

付けたことが要因と

とらえられる。また、

学校だよりや Home

＆School で教育目標

を具体化した教育活

動の様子を発信した

ことも要因ととらえ

られる。 

・教育目標を様々な教

育活動と関連させる。

また、学校行事等で保

護者、地域に、教育目

標やその実現のため

の取組を紹介したり、

c4th Home＆School

を活用して情報発信

したりするように努

める。 

 

・教育目標が全校児童

に浸透していること

は大変すばらしい。地

域行事での子どもた

ちの様子からも感じ

られる。今後も教育目

標を具現化した取組

を継続していってほ

しい。 

Ⅱ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業の

充実や児童・生徒の道

徳的実践力の向上に向

けた取組について 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上で

あり、心の教育への

評価は概ね良好であ

る。特別の教科道徳

を要として学校全体

で道徳教育を展開す

るとともに、特別活

動の充実を図り、異

学年交流や自らの生

活や学習を振り返る

・教育目標の「やさし

く」に関連した教育活

動の充実を図る。「タ

カバンタイム」や「ぽ

かぽかタイム」などの

活動を引き続き充実

させ、学年の発達に応

じ、ねらいを明確にす

ることで児童自身が

「やさしく」を意識を

しながら生活するこ

・地域行事で出会う子

どもたちのあいさつ

する姿などからも、心

の教育が充実してい

ることを感じる。今後

も様々な教育活動の

中で「優しい子ども」

の育成に取り組んで

ほしい。 



タカバンタイムの充

実が要因ととらえら

れる。 

とができるようにし

ていく。 

Ⅲ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上で

あり、学習指導等へ

の評価は概ね良好で

ある。これは、１単位

時間の授業を充実さ

せるため、鷹番スタ

ンダードとして、「見

通し」、「伝え合い」

「学習用情報端末の

活用」の３つの視点

を設定し、日々の授

業改善を図ったこと

が要因ととらえられ

る。 

・研究対象である社会

科を中心に授業改善

をより一層進める。ま

た、学習用情報端末の

活用を学校として一

層推進する上でも、校

内組織を活用し、教員

研修も進める。 

・40 分授業午前 5 時間

制の導入により生み

出し時間をさらに有

効に活用する。「チャ

レンジタイム」を工夫

改善することで、児童

の主体的な学びの実

現を図る。 

・４０分授業午前５時

間制の導入により、学

校独自の工夫が現れ

るようになってきて

いる。PDCA サイクル

を生かしながら、現在

の取組を反省し、より

よい教育活動ができ

るように改善してい

ってほしい。 

・学習用情報端末の活

用の仕方については、

発達段階に応じた効

果的な利用を検討し

ていってほしい。 

Ⅳ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

 

 

◎高学年の児童を除く

と、四者ともにほぼ

肯定的な評価が８

０％以上であり、体

育・健康教育への評

価は概ね良好であ

る。日常の体育科の

授業だけでなく、運

動会、パワーアップ

タイム、ペースラン

ニングなどの体育的

行事全般の意義やね

らいを明確にし、体

を動かす楽しさを味

わわせてきたことが

要因ととらえられ

る。 

・引き続き、児童が運動

を選択できる形態の

「パワーアップタイ

ム」を実施し、児童の

それぞれの目標に合

わせた運動に取り組

む。 

・日常の体育科学習で

は、授業の時間だけの

伸びをねらうだけで

なく、運動の日常化を

めざして、楽しいスト

レッチや運動遊びの

紹介を授業にも組み

込むこと。さらに、運

動と健康との関連も

意識した学びの機会

をもつことで、高学年

の児童の意欲や関心

を育む。 

・運動に苦手意識をも

っている子に対して

は個別に声掛けをし、

成功体験を多くさせ

るような取組をして

いってほしい。 

・競争する中で輝くこ

とができる子どもも

いる。体育の中で、競

争する活動も工夫し

て取り入れることが

必要であると考える。 



Ⅴ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の活性化などに

ついて 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８５％以上で

あり、特別活動への

評価はかなり良好で

ある。各学年の発達

課題に応じた特別活

動を展開すること

で、自主的・自発的に

活動することの楽し

さを味わっているこ

とが要因ととらえら

れる。 

・児童の満足感や充実

感につながる特別活

動を計画し、内容を工

夫して実施する。 

・全学年が関わる特別

活動については高学

年の過度な負担につ

ながらないよう工夫

した計画で実施する。 

・学校公開で見たぽか

ぽかタイム（縦て割り

班活動）などの様子か

ら、特別活動が充実し

ていることがわかっ

た。今後も継続してい

ってほしい。 

Ⅵ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８０％以上で

あり、学校生活全般へ

の評価は概ね良好で

ある。教職員が、組織

的に生活指導に対応

し、保護者や地域にそ

の成果を発信してき

たことが要因ととら

えられる。 

・児童の主体的な活動

を充実させ、自己肯定

感を高めるようにする

とともに児童理解の時

間である「アセスメン

トタイム」を活用し、

課題の共有や支援体制

の検討を行い、そこで

の内容を全教員で共有

し課題解決を行う。ま

た、特別支援教育研修

を充実させ、教員の生

活指導力の向上を図

る。 

・学校の取組や支援体

制が充実していること

がわかった。今後も児

童の実態に合わせて、

生活指導に取り組んで

いってほしい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

◎四者ともに肯定的な

評価が８５％以上で

あり、防災教育・安全

指導への評価はかな

り良好である。今年度

は、地域防災訓練を復

活させ、地域と共に防

災教育・安全教育を行

うことが要因ととら

えられる。 

・様々な災害や事件に

対応できるように避難

訓練を計画する。また、

保護者を交え、関係機

関と連携した地域防災

訓練も計画・実施する。 

・定期的な安全点検を

実施し、必要に応じ、

関係機関と連携し課

題の対処を図り、より

危機意識の高い学校

環境に努める。 

・近年起きている大震

災の経験を活かしな

がら、自分事として防

災教育に取り組むこ

とも必要だと考える。 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

⦿教職員は肯定的な評

価が９５％以上であ

り、幼・保・小・中連

携への評価は極めて

良好である。目黒中

央中校区の小中連携

子ども育成プランの

計画に沿って、いじ

め問題を考えるめぐ

ろ子ども会議や運動

会のお手伝い、鷹番

小学校での職場体験

等の実施、さらに、幼

稚園・保育園との交

流なども実施できた

ことが要因ととらえ

られる。しかし、保護

者の肯定的評価は６

０％あたりで幼・保・

小・中連携への評価

については課題とな

る。情報発信に努め

ているものの当該学

年以外の保護者に理

解してもらうまでに

は至っていないこと

が要因ととらえられ

る。 

・児童の達成感や満足

感が得られるよう幼

保小交流活動を充実

させる。 

・目黒中央中校区の学

校と連携をしながら

小中連携の活動を充

実させる。 

・幼保小の交流活動や

小・中連携の活動の様

子をさらに保護者・地

域にわかりやすい形

で発信しながら工夫

を重ねていく。 

・交流を中心に行って

いる当該学年の活動

を全校にわかりやす

く伝える工夫がある

とよい。。 

・地域行事などにも、中

学生、小学生、幼稚園

保育園の子どもたち

を多く参加させ、交流

を促進していきたい。 

Ⅶ 情報の発信、家庭・

地域との連携について 

・学校の情報発信や地域

人材の活用、保護者の

協力状況、PTA 活動の

充実などについて 

 

◎三者ともに肯定的な

評価が８５％以上で

あり、情報の発信、家

庭・地域との連携への

評価はかなり良好で

ある。学校行事に関す

るお知らせを C4th 

Home＆School 配信

することに力を入れ

てきたことが要因と

とらえられる。 

・C4th Home＆School

等を活用して学校の学

習活動や学校生活につ

いて日常的に情報発信

をしていく。 

・教職員、ＰＴＡが連携

し、教育活動の充実と

適切な情報発信に取り

組んでいく。 

 

・昨年度の反省を生か

して、情報発信を充実

させた点が大きく評価

できる。来年度も継続

していってほしい。 



Ⅷ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

 

◎教職員は肯定的な評

価が９０％以上であ

り、教員の人材育成

への評価はかなり良

好である。「ｽｷﾙｱｯﾌﾟ

ﾀｲﾑ」を始め、学年内

ＯＪＴ、校務分掌Ｏ

ＪＴなど様々な OJT

を工夫し計画を立案

し、実行したことが

要因ととらえられ

る。 

・40 分授業午前 5 時間

制で生み出した時間

を有効活用して、指導

方法の改善に向けた

研修「ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾀｲﾑ」や

教材研究を行う時間

「ｺﾝﾃﾝﾂﾀｲﾑ」を充実さ

せる。また、職員室等

が自然とお互いの学

びの場となるよう環

境づくりに努める。 

・鷹番小学校の教員は

若手教員が多い中、

年々若い先生方が中

心となって活躍して

いる姿を見ることが

でき、人材育成がうま

くいっていると感じ

る。今後も人材育成の

取組を継続していっ

てほしい。 

Ⅸ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

 

◎教職員は肯定的な評

価が９５％以上であ

り、教員の働き方改

革への評価は極めて

良好である。ICT 機

器の活用や、校務分

掌の見直しなどを積

極的に行い、業務改

善、効率化を図った

こと、また、会議の見

直しや運営の改善を

してきたことが要因

ととらえられる。 

・都や区の施策を活用

し、一人あたりの持ち

時数をできるだけ少

なくなるよう工夫す

る。 

・校務用パソコンや学

習用情報端末を活用

し、校務の効率化、ペ

ーパーレス化を図る。 

・職場全員で効率的に

業務を遂行できるよ

うな環境作りに努め

る。 

・学校評議員として鷹

番小学校の教職員を

見ると、とても楽しそ

うに働いているよう

に感じる。今後も働き

方改革を充実させて

いってほしい。 

 

 


